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 １月１５日（金）に田島高校の２年生が、桧沢地区で除雪ボランティアを行いました。昨年は雪が少なかったため、

中止になりました。今年が除雪ボランティアデビューです。コロナ禍で行事が次々となくなっていたため「楽しみに

していた！」とのことです。開始３０分後に尋ねると「“まだ”楽しい」という答えが返ってきましたが…。 

今回は桧沢地区の一人暮らしのお年寄り４人のお宅を分担して除雪しました。おばあさんは「本当に助かる」

「にぎやかで楽しいねぇ」と話してくれました。ご自分だけでは家の前しかできず困っていたそうです。飲み物

やお菓子の差し入れを準備して待っていてくれました。 

 また、お手伝いいただいた地域の方からは「腰が入ってないなぁ」「すぐそ

ばに捨てると後から捨てるところなくなるぞ」「やりたくないと思うとケガす

るからな」などと豊かな経験を感じさせる一声をかけてもらっていました。

高校生はさすがです。即対応でみるみる腕前が上がります。「あと 30 分もや

れば一人前だな！」とお褒めの言葉をいただいていました。 

 高校生たちが気持ちよく作業している様子がたいへん印象的でした。地域

から学び、地域に貢献する喜びを感じたことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁南会津教育事務所 
総務社会教育課 

＜地域連携の視点で参考となる点＞ 

○ 地域に貢献する活動により周囲に感謝されることを通して、生徒の「自己有用感」が高まる。 

○ 地域の方から直接教えられ、実際に体験することで、生徒は「生きる力」を学ぶ。 

 

 

けがのないようにお願いします 屋根から落ちた雪は１ｍ以上！ 見守る一人暮らしのおばあさん 

“スゴイ”年季の入った雪堀り 雪に埋まった除雪機を掘り出せ！ 

 

軒下を歩けるように！ 

開始１５分で脱ぎ去られた上着たち 


